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石隺 率 R4~ H22
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R 2 - A

R 2 - B
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[MB ]



 
[ 31 A ]

[ 3 1 13 ]



 
[ 30 A ]

[ 30 B ]
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 ἗ἲἿἺὝἜẩἮἿἜἻዴתὣ౼἞ἻἦἕẪ὏ἰẩἮἿἹ἞Ἷ 

 ሦ႖ὣ๪ὒἻἦἕẪ 

 

 ὦ AἝỖۂԅ὜   Ὠ A Ἱ BἝổۂἫἵԅ὜    Ὢ A Ἱ CἝ  Ἣἵԅ὜ۂ1

 Ὤ BἝ ԅ὜   Ὦ Bۂ2 Ἱ CἝổۂἫἵԅ὜   Ὧ CἝỖۂԅ὜ 
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ἼגὛԅἨἰὯ̵ᾍἼ౼ἜὝἰ௝ࠉἿؤἝỚω͢ἼἻ὜ሦ႖ 

ὣ๪ὒἻἦἕẪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ỏỖỜBỐ ổἵἿἦἕἤ὞ὣỖۂ૯ἣẩổۂᆵἼԅἰᆵἿ 

 ௝ὣ a ẩỖۂᆵἼԅἰᆵἿ௝ὣb ἹἪ὜Ẫ 

ἸẩỖ࿙ۈ   PẩQ ἿॅෂὀẩἮὝἯὝếỚẫổỀἹ 

 ếổẫỚỀἸἓὛẩR ὀẩᆷᏱ
by x
a

 ἹᏱԋ QP ἹἿ 

 Φ࿙Ἰἓ὜ẪἤἿἹ἞ẩɠOPRἿ᭼ኟἝɠOPQ Ἷ 

 ᭼ኟἿ֛ԋω͢ἹἻ὜ሦ႖ὣ๪ὒἻἦἕẪ 
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H 25- A

H 25- B



H24-A

H 24 -B



H 23-A

H 23 - 13



H22A

H22- B



 MA

?⃝ 1009+10bt C が 最も 大きい ので A
。

1 00 C t 10 bta が 最も 小さい ので B 。

i. A - B = ( 1 0 0 9 + 10 b+ C ) - ( 1 00 C + 10 bta )

= 9 9 A - 99 C = 9 9 ( a- C )
H

の A - B = 396 なので A - B = 99 ( a-C) を 代入 し

99 ( a - c ) = 3 9 6

A - C = 4 より 5 E AE 9 と なる 。
、 、 、 ロ

( A .
b
.
C ) = ( 5、 ,

1 )
の

b は 1 < b < 5 の 3 つ

A が 6 ~ 9 の ときも 同様に 1つ の C が決まり 、 、 、

3 つ の b がある ので 3 × 5 = 15 通り
vs

A . D . C それぞれ の 制限 から

しぼり こみ と 規則性 の発見 を する と

(D) ( 国 )
と 素早く 解ける b



 
124-B

6 の約数 の 玉 の姜久

1 コ とり出す場合の数

=Tin 分母分子の確認

☒ 分母 、 、 、 1 コ とり出す場合の数
6 の約数 、 、 、

t.2.TK
☒ 分子 ・ ・ ・ 6 の約数 の 玉 の姜久



 

R3 - A

5本 を
、
あ

、
あ2,1お、は2

,

は3 と 表す
。

A B

瓘 輦 「

嚙あて
は2

櫓 ×

は 3

聲 ×
は3 は3 は3 X は3 X は2 ✗

全 20通り の うち 、 2人 とも はずれ は 、 6 通り o
.

'

. f =
,

R3- B

表 を用いずに十連

(小 、 大 ) = (ここ) ~ ( 1 . 6 )

入

鎌 ここで 2倍 なので この先は
2倍以上となる

。

4 で灬.SI= ( 3 、
6 つ

以上 9通り
6

✗



 
R 2A

-T や
ア、. . っし

、
イ . . . y とおい て 式 を作る。

問題文 から 次 の 式 となる 。

つく t は t 1 = y - l t 2 = x - 5 + 2

でコ回 ③ ( どの組み

{
x t は t 1 = 1 - 1 + 2 ( D - ☒ 、

合わせで も よい 。

ー 眩十

求め たい値 を文字に

つい は t 1 = R - 5 + 2 ( D = D ) おい て 式を作る流れ

に慣越
☒ = ☒ より R = 0 となり 11] = 回 に代入 。

o + y + 1 = 0 - 5 + 2 は 二 -4 よって ア ( 0)
、𤇾、

122-B

-

Point
イ④ 1回目

→ は、

學
6 )

5 6 丁寧に 表 か 樹形図
と 山 を かく 。。
1,5 1.2.3.6 梁の形

✗ で も④1561
1枚だけ残る → 約数の数が 問題文を理解する

2臿
多い ために 例 を 作っ てなしっか

( 6 ,
6 ) ( 5,

6 ) ( 6 .
5) ( 5,5) と 大きい数 の組み蹴米1

"

鬱籮𤇾川 川 、 2 3456
目 な#ー こから攻める ←

たおうなと p 全て が 「 品 fff この カードで
と2も大乗 約数 2.4.6 4 6 ← 上の数が

消せる。

( 6 . 5 ) ( 6 .4)

(5, 6 ) (4. 0)
の4通り 若 _も
-4



 

[ R 1 B ]



 

[ 3 1 13 ]

[MA ]



 
[ 3 1 A ]



 
[ 30 A ]

( 3 0 13 ]
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ỏỖờBỐ ۈἿὙ἗ἼẩA ὣ౼ἕἰὯ̵ᾍἝỗೌẩB ὣ౼ἕἰ 

 Ὧ̵ᾍἝỖೌẩC ὣ౼ἕἰὯ̵ᾍἝổೌἓ὜ẪἤἿỚೌἿὯ̵ᾍ 

 ὣὙἠ἞ἴἷẩổೌὯ̵ᾍὣגὛԅἨẩฌἼἮἿὯ̵ᾍὣὓἺἨẩ 

 ӍὄẩὙἠ἞ἴἷẩổೌὯ̵ᾍὣגὛԅἪẪ 

  ἤἿἹ἞ẩ಄ὓᢧἤὛὕἪἕἤἹἝ὚ὀฌἿὦἜ὚Ὧ὏ἸἿ 

 ἗ἲἿἺὝἜẩἮἿἜἻዴתὣ౼἞ἻἦἕẪ὏ἰẩἮἿἹ἞Ἷ 

 ሦ႖ὣ๪ὒἻἦἕẪ 

 

 ὦ AἝỖۂԅ὜   Ὠ A Ἱ BἝổۂἫἵԅ὜    Ὢ A Ἱ CἝ  Ἣἵԅ὜ۂ1

 Ὤ BἝ ԅ὜   Ὦ Bۂ2 Ἱ CἝổۂἫἵԅ὜   Ὧ CἝỖۂԅ὜ 

2回目

Point

1 こ た 考えるの ではなく

「 あてはまる しくみ 」
を見かな

。

N豎 ※匣華:
祘

0 2回目 × 整数倍 し た 木闌 を

○ つけ ていけ ば よい 。

8
4 0 0

5 0 14 7

→

Point

-11 -12 -13131
ーー

たく 選択肢 が 多い 問題は

正確 な 値 が 必要

な ことが 多い の で-12 ア ア アイ イウ
ーー 丁寧 に 解こう。

。1131 イイ イエ
ーー

エ オア . . . 事 イ、治 ゥ . . . j

:※※; ;溝 -磯 -磯 が ま132 イ イ イ エ エ オ

よっ て イ 景 ら
ーー/
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௝ࠉỘὣ౼ἕἰὯ̵ᾍἝổೌἫἵἓ὜ẪἤἿộೌἿὯ̵ᾍὣ 

Ὑἠ἞ἴἷẩổೌὯ̵ᾍὣגὛԅἨẩὯ̵ᾍἼ౼ἜὝἰ௝ࠉὣ 

ឞᩲἨἷἜ὚ẩגὛԅἨἰὯ̵ᾍὣૌἨẩӍὄὙἠ἞ἴἷẩổೌ 

Ὧ̵ᾍὣגὛԅἨẩὯ̵ᾍἼ౼ἜὝἰ௝ࠉὣឞᩲἪ὜Ẫ 

   ἤἿἹ἞ẩổۂᆵἼגὛԅἨἰὯ̵ᾍἼ౼ἜὝἰ௝ἹỖۂᆵ 

ἼגὛԅἨἰὯ̵ᾍἼ౼ἜὝἰ௝ࠉἿؤἝỚω͢ἼἻ὜ሦ႖ 
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ỏỖỜBỐ ổἵἿἦἕἤ὞ὣỖۂ૯ἣẩổۂᆵἼԅἰᆵἿ 

 ௝ὣ a ẩỖۂᆵἼԅἰᆵἿ௝ὣb ἹἪ὜Ẫ 

ἸẩỖ࿙ۈ   PẩQ ἿॅෂὀẩἮὝἯὝếỚẫổỀἹ 

 ếổẫỚỀἸἓὛẩR ὀẩᆷᏱ
by x
a

 ἹᏱԋ QP ἹἿ 

 Φ࿙Ἰἓ὜ẪἤἿἹ἞ẩɠOPRἿ᭼ኟἝɠOPQ Ἷ 

 ᭼ኟἿ֛ԋω͢ἹἻ὜ሦ႖ὣ๪ὒἻἦἕẪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B A B

Point

和 和 D 同じ もの は 区別 する 。

2 A - 2A 4 × 3 A - 2A 5 X

231 4 X 2B 5 X D 戻す か 戻さない か Check

3A 5 X 3 A 6 O

3 13 5 X 3 13 6 0

4 6 0 4 7 0

m ,

1枚目が 213 の 313も l +1+3+3+5 = l3

時も 同じ 同じ
l 3

4 -2A

60
全ての場合の数は

E
213 6 ° 5×5=25 通り ーー/
3A 7 O

n
3 13 7 0

2枚目は 81枚目 は
4 8 0

全て5通り 5通り

( 1 、 6 )

venir

④まずは 面積 が 半分 となる場合 を考える 。

y / H / 1 、
1 6 . 、 )

それは
、 点 R が PQ の 中点 の とき 。

P ( 6 、 1 ) Q ( l 、
6 ) なので 中点 は (

、
笑 ) Point

= ( きた) 中点 は 、
xは座標

それぞれ の 平均 で求められる。

④ R (て 、 f ) と いう ことは イ頃 きが 1 だという こと。
ab 1 2 3 4 5 6

つまり 傾き で 三 1 と なる 9 、
b の 組み合わせ I 。 。 。 。 。 。

2 O O 〇 〇 〇

3 〇 〇
。 〇

を 数えれば良い 。

「
両辺 a をかけ て b E 9

4 。 。 。

7 5 0
°デ 二

T 6 0

一、



 

ỏỖớAỐ  ۈἿὙ἗ἼẩጥἿͳἼ௝ࠉổẩỘἝ౼ἜὝἰ႗Ἕ 

ἮὝἯὝỖлἫἵẩ௝ࠉỖẩỗἝ౼ἜὝἰ႗ἝἮὝἯὝ 

ổлἫἵҸἴἷἕ὜Ẫ 

 ጥἿͳἿ႗ὣὙἠἜ἞὏Ἥἷẩ႗ὣổлגὛԅἨἷ௝ࠉὣ 

៣ὊẩἮὝὣጥἼὓἺἨἷἜ὚ẩ὏ἰẩὙἠἜ἞὏Ἥἷẩ႗ὣ 

ổлגὛԅἨἷ௝ࠉὣ៣Ὂ὜Ẫ 

 ἤἿἹ἞ẩỖۂᆵἼגὛԅἨἰ႗Ἴ౼ἜὝἰ௝ࠉἝẩ 

ổۂᆵἼגὛԅἨἰ႗Ἴ౼ἜὝἰ௝ࠉὙὛὓݸ἞ἠἻ὜ሦ႖ 

ὣ๪ὒἻἦἕẪ 
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区別 しました 。

☐Tfgl (A B A B

Point1 ③
LD 同じ物 は 区別 して数える 。

☒ 確率の分母 を調べる

ため の樹形図 は全て
1回目 2回目 書き出して も 良いが 「

しくみ 」

たら 気 ) と臧
次は な

)塁前 ) が分かれば
「かけ算 」 で

i. 制が
0

3

413 回 IA - 2 IB - 2 2 -3 3 -4A
3 3

④ 1回目 に取る 玉 は 1 A ~ 4B まで の 6通り 4A 和
和 413

あるので 6 × 6 = 36通り が全 2の 413 413
4B

の 13通り
場合 の数 と なる 。 13よって -

36
th

Point

④ EAGLE) が 整寺文 という ことは 、
fth 中の 1つ 1つ 姜人をあてはめるの は

と 2も大変 なので 、 条件
前文が イ可 か の 2乗 に なる という こと

から 考える 。

を 利用 する 。

font = 整数 ということ は

○ = ☐な 形 に できる
a いっ+3 ) は 12.22.32.4 2.52.62

という こと。

○
の 6通り の 値 を とる 。

a も b も さ い ころ の出目 なので MAX 6
、
min 1 = 5

2
= 25 の とき (4

.
6 )

( 5, 2 )[ 6 × (6+3)=54 以下

1×(1+3) = 4 以上
の 故 となる 。 ]

= 62=36 a ( 6 ,
3)

以上 7通り
A ( Dt 3 ) = 2

2

= 4 の とき ( a , b) = ( l
,

1 )

= 3た 9 x = ( 1
.
6 ) 7

= 4
2
= 1 6 4 = ( 4 .

1 ) /
( 2 ,
5 )



1 2 3 4 5 6 2 つ の さい こ ろ を 区別 して

O 表 を作成。

。 。 出羽 の数の積が〇
0 6 の倍数になる とこ に ○な豳巌嬴

5 0 24.30.36

となる 本闌 に ○ を つける
。

※ 暗算でいける とき は値をかかない 。 死
は

二

/

-
5枚の カード を次の よう に 区別 して考える 。 ④④?⃝ 213〇③
1枚目

、
2枚目 を樹形図 に表す 。 (続けて取り出すので

整数 IA - IA とはならない )
21 2131○IA

¥品 は IB - IA II 同様に して 2 1 2 1 3②
2A 1 2

2 2 2 2 32〇
字

。

李 呂 ② ② 3③13

Point
④ 全ての場合の数 は 4 × 5 = 20通り 。

a 樹形図 は流れが

1枚目が し (An 3 の 5通り ) 同じ なら ば、 自分④ 23以上 は
3 がわかる くらいに

○ の 敏 なので 6通り で 二

、 鯫
鬭



H 25-A

正六角形 は
、 AB ・ C ・ D ・ E ・ F

の 6 点 が 同 一円周上 に ある 。

④ 直角 三角形 になる の は
、 直径 を含む 三角形 の とき である 。

A を 通る 場合 は 以下の 3 通り 。

(i) AD を含む場合 (iii) BE を含む場合 1通り
B

.
C 、
E

、
F の 4通り 。

A A

B ・ ・ F B F

c ・
•
E C

E

D
D

(ii) CF を含む場合 1通り A を通る場合の樹形図
A
•

F |
B

薬
全 10通り のうち

B (i) ~ (iii) の合計

6通り

c E 串 も
D et

D荘
E - F



ト12513

2 つ 積 3 つ 和

に 2 2 3 45 1 2

| 3 3 245 1 1 号②官、○
なまる

3〇
4 4 235 1 0 模す形図 が書き
5 5 2 34 9 やすい ので

2
T
3 6 1 4 5 1 0

|4 8 1 3 5 9
残うた 2> で

5 1 0 1 3 4 8 ○

で 二

✗ 書い た。

1

3 、
4 1 2 1 2 5 8 ○
5 1 5 1 2 4 7 0

4 -5 20 1 2 3 6 〇



H24-A

R 1

Y 品
R 2 - RI B - RI ○

R2 R2 〇

⑤ ④ YMO WI 0 m 。
W2 ○ WZ ○ W2 〇BIDG B O B O B

⑤
WI - RI O W2 - RI ○

RZ ○ RZ ○
WI WI 16
W2 W2 T
B O B O int

H 24- B

E に止まる の は 出目 の和 が

以下の場合 である 。

(i) 出目 の和 が 5の とき

(ii) 出目 の和 が 8 の とき 2 つ の 出目 を ( A ,
b ) と 表す。

(iii) 出目 の和 が 11 の とき

(i) ( 1
,
4 ) ( 2 ,

3 ) ( 3 . 2 ) (4. 1 ) の 4 通り

(ii) ( 2
,
6 ) ( 3 .

5) ( 4
.
4 ) ( 5、 3 ) ( 6 . 2) の 5通り

(iii) ( 5 .
6 ) ( 6 . 5) の 2 通り 全36 通りなので

✗
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H23 - A

A B A B
と 区別 する 。

2

y = 元 の 両辺 に 水 をかける と たま= 2 ← つまり
「
かけ て 2 」

a b
かけた値
t

IAや 1 1 Bや A ③ 2AやB 4 22A ② 2B ② 3 6

言 男 3 3 2B - 3 6

で 二

三/

H23-B

④ 玉 ③ の 2つ を 3。○ 313○ と 区別 し 、 箱 を それぞれ 回 とする 。

数字 と 箱 の 番号 が 異なる もの を ○ つける 。
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木封形 図 を かくとき 何 に 何を あて て いる か を 年

二
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明らか に する 。 D 区別 も 必要。

Ant
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- ②

A が 勝った 回数 を つく と する と
、 ① より

B が 勝った 回数 は つく - 2 と 表さ れる 。

問題文 を 順に
④ あいこ の 回数 を y とする と

読んで いき 、文字
② より つい 2 = y

をどのように設定
④ ③ より つけ ( x - 2 ) + y = 20 する か 。

つく -2 = y . . . ② ② の とき に 、 あい こ

{ つ( t ( x- 2 ) + y = 2 。 . . . ③
て代入 。 の 文字の 必要性が

出た 流れ でした。

2 つ( t つし ー 2 = 22

3 つ( = 24

つ( = 8 興り

H22- B

同じ もの を 区別 して 考える ため IA
,
IB

,
ZA

,
2 B 、
2c と する 。
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213 0 f = F
2c ○

を ○
2 B - 2 c int


